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１． 次世紀のエネルギー貯蔵法 

2010 年代は充電式電池により電気自動車が一般道を走

行し、スマートホンには薄く軽い電池が使われ、IT、IoT

の至る所に電池の大活躍する時代になった．しかしこの

電池も 2018 年 9 月 6 日から 2 日間に亘る北海道全域の大

停電では弱点を見せた．  

電源の停電で電気機器の電源は途絶え、携帯する機器

も再充電できず、機器は長期に亘り使用できなくなった．  

停電は発電の電力が需要よりも一時的に不足したこと

が原因だった．不足時いち早く、すぐに電力が補えると

停電は防がれたかもしれない． 

だからより効率的な電池と、エネルギーを蓄え、必要

時に電力へ変換供給するシステムが、次世紀の社会の発

展と安定には一層求められている． 

そこで電気工学と物理学を基礎から再度眺め直し、エ

ネルギーの貯蓄の方法を探り、将来のフライホイールの

利用についてこの報告に述べる． 

アルキメデスは「私に支点を与えよ．さすれば地球を

も動かして見せよう．」 と言ったと伝えられている．ア

ルキメデスの支点とてこは小さな力を集めて大きな仕事

に代える．それに似てフライホイールも小さな力を集め

て大きく蓄える性質がある． 

もし宇宙に巡航するリュウグウやイトカワといった惑

星や衛星、宇宙のちりをフライホイールとして用いれば、

これほど大規模なエネルギー源はまたとなく、次世紀の

大目標、夢に相応しい． 

 

2 ．フライホイールの基礎となる電気現象 

フライホイールの弱点は軸の摩擦と空気抵抗が回転運

動のエネルギーを散逸させることである． 

ところが放電中のプラズマダスト、クーロン結晶、直

流ダストプラズマでは、希薄な気体中に運動モーメント

を持った微小物体の浮遊が生じ、それら微小物体には弱

点の、回転軸の摩擦と空気抵抗がない． 

希薄な気体の中の放電にはプラズマダスト、クーロン

結晶と呼ばれる特殊な物体の静止浮遊現象を得られる

[1,2,3]．そして微粒子が空間に配列した姿、または輝点

や輝線という特徴が結晶の配列と同じように観察される．

これら放電中の現象をこの報告ではまとめて仮に結晶と

呼ぶことにする． 

量子力学的に述べれば、どの結晶も電極からトンネル

する電子波が流れる空間が、放電の空間中にできる． 

そして電子波の波数変動から配列の周期的要素の力が

定式化できる．それについて半導体工学からアプローチ

をすると、半導体結晶中の電子の有効質量ｍとしたとき、

波束中心部の速度  は               （1）から 

   （2） 

ここで仕事 E と力 F と移動距離ｘの定義Ｅ＝Ｆ・ｘより             

    （3） 

(2)と(3)の右辺どうしから                （4） 

移項して力 F は                  （5） 

 

と電子波の波数変動から求められる．波数は例えばトン

ネル現象の界面で変動し、力から空間に偏って配列した

ポテンシャルの増減が生まれる． 

 

再度基本からこの結果を確かめるとエーレンフェスト

の定理から 

（6） 

結晶の並進ベクトル R だけ波動関数を平行移動させる

並進演算子    として、さらに結晶の周期ポテンシ

ャルを表すハミルトニアンと外場を表すハミルトニアン

を加算してポテンシャル   とすると 

 

（7） 

並進ベクトル R が小さくブロッホの定理が通用するよう

な重ね合せの波動と仮定して解くと 

（8） 

 

 ポテンシャルの微分は力だから 8 式をみれば 

                   （9） 

 

となって 5 式と同じ結果が導かれる．だが、9 式は電子波

の波動性だけから表れ、電子の質量や量子性とは一切無

関係なことが明白である．素電荷の定値と有効質量の差

異からも同時に電子の量子性は否定される． 

そしてこの 5 と 9 式の力 F は 12 式のローレンツ力   

とはまったく起因原理の異なる力とわかる． 

まずポテンシャル U を            (10) 

                   

とおいて              (11)  

から 

                  (12) 
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と求まり、１数理体系において 12 は 5 や 9 式とは恒等の

同一値を持たぬ別の式である． 

実際の現象で装置中に微粒子がローレンツ力の旋回運

動をせず、偏向運動をしない．交流においても直流にお

いても結晶のダスト微粒子が静止して、ローレンツ力の

運動とは様子が異なり、ローレンツ力原因説を否定する． 

これを分子動力学で解く論文があるが、分子動力学は

ローレンツ力を原理としているので電子波の現象に対し

原理的に適さない[4]． 

 

結晶のダスト微粒子の現象には密度が周期的に偏る構

造が見えるので電子波は周期、位相、振幅がランダムで

はなく、結晶状配列が観察された空間には同位相の電子

波が同期して空間に配列していると考えられる．結晶の

ダスト微粒子の配列静止浮遊の現象には電子波の波動の

同期という未知の現象が加わっていると予想できる．む

しろこの結晶には同期していなくてはならない． 

 

少なくとも電圧波動に同期した波動の存在は電気回路

を並列した 2 台の放電管の輝線に位相の同期が生じたこ

とに証明される[5]． 

またこれらの構造には電子波のトンネルが共通する．

フランクとヘルツの実験装置や放電回路、量子ポイント

コンタクトの回路がその構造である．通暁してコンダク

タンスのグラフには階段状の特徴が同期の徴として得ら

れる． 

とくに同期を表す蔵本モデルの式において、相転移点

(蔵本転移点)は理科年表に記載された放電の仕事関数がそ

の蔵本転移点に一致することになる． 

同期にはいくつかの高調波の周期が同時に発生する．

そして同期に付随した引込現象から、位相の一致と、

其々の高調波の周期間に有理数の比(尽数関係)を作る． 

 

もし同期と引込現象が起きていると周波数特性には表

示の帯域に離散的な輝線を数本示すだろう．変調にたと

えれば、コヒーレントな搬送波信号の観測と同等の信号

が見える．しかし逆に確率的な出現の雑音では位相、振

幅、周波数が定まらないためホワイトノイズが見える． 

ホワイトノイズは同じ統計傾向のホワイトノイズ同士

を加算しても減算しても相殺することはない．加算減算

に対して統計傾向の大きな変化は生まれないとされてい

る．だからホワイトノイズはほとんどの周波数に振幅が

相殺され 0 になることがない． 

この 0 になる引込現象の関わった特殊な場合が、物理学

には最小作用 S の原理の発現として、まるで普通のこと

のように誤解されている．最小作用の原理は「量子力学

のファインマンの経路積分」の核心の論理に関わるので、

あまねく物理現象に同期引き込み現象が同居している事

を現代の物理学が見逃したことになる． 

まずファインマンの経路積分の数式は 

                  (13) 

 

と表現される．13 式中の指数関数の積分核から、周波

数特性測定のフーリエ積分による表現と似ている．  

そのため確率的に表出する物理現象のグラフ表現には

雑音の測定と同じ、ホワイトノイズの出現を期待できる．

ところが確率的なファインマンの経路積分は作用 S の停

留値を通る経路は k(b,a)に大きな割合で寄与するが、それ

以外の経路は相殺してほとんど値が 0 になるという． 

この相殺特性は最小作用の原理(停留値の法則)に起因が

あると従来の物理学はいう． 

解析力学によるとこの最小作用の原理から、運動量の

保存則、角運動量の保存則が導出証明できる． 

したがって最小作用の原理に従った世界の全ての保存

則をともなった線形な物理現象はどれもが、引込現象の

おきた同期現象である． 

それを周囲の観察に確かめると天文学に尽数関係

（Resonance）と呼ばれる宇宙の衛星の特徴に証明される． 

ケプラーは天文観測からさらに惑星の楕円軌道の上で

最大角速度と最小角速度の間に有理数を見出し、当時の

用語を使い和音と呼んでいる． 

ダスト微粒子の結晶の同期引込現象は、フライホイー

ルによるエネルギーの貯蔵にさらに有利である． 

有理数の比関係の周期のタイミングのリズムとチャン

スに運動量やエネルギーを回転体に徐々に小さな量を蓄

えたり急激に大きく放出したりできる．たとえば子供を

載せたブランコ遊びに、親がたまに押せば、揺れの振幅

をごく小さな力でも思いのほかどこまでも大きくできる． 

だから、同期引込現象と既存の電気工学を用いて人工

装置中のクーロン結晶または、宇宙の星間質量の回転運

動に地球上の電力エネルギーをも自由に蓄える応用を予

想できる． 

3．まとめ 

今回の報告により放電中のプラズマダスト、クーロン

結晶、直流ダストプラズマ等と別個の名のついた微粒子

浮遊現象は全てが電子波の同期引込現象から発現すると

数式と論理により明確にした．  

その微粒子浮遊整列に作用する力をローレンツ力 12 式

とは別の電子波の波数変動を根拠にした 5 式に導いた．

電子波の同期引込を回路のコンダクタンスの階段状特性

に見分ける方法を提案した。 

研究の進展した次世紀には宇宙の遊星や衛星の大きな

質量を人工の同期引込式フライホイールに利用する時代

が来ると期待する． 
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